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第１３回理事会 

日  時  平成２８年８月６日（土）午後１５時５５分 

会  場  千葉県総合スポーツセンター陸上競技場 会議室 

出席状況  出席 ２４名  欠席  ６名   計 ２４／３０ 

 

決定事項 

（１）第７１回国民体育大会選手選考について 

（２）第７１回国民体育大会監督選任について 

（３）各種駅伝競走大会選手選考方法について 

（４）各種駅伝競走大会監督選任方法について 

 

議事内容 

 

１ 開会 午前１５時５５分 

 

２ 定数確認（髙木専務理事） 

 定数３０ 出席 ２７名  欠席  ３名   計 ２７／３０ 

 定款第３７条により、本理事会は成立する。 

 

３ 会長挨拶（大岩会長） 

（要旨）暑い中競技会運営に感謝する。スポーツに関心がある中での今大会が、次の国

体に結びつくような結果になることを願う。本日は、第７１回国民体育大会選手選考、

並びに監督選任、各種駅伝競走大会選手選考方法、並びに監督選任について御審議い

ただく、よろしくお願いする。 

 

４ 議長選出 

髙木専務理事から説明があった。 

・議長選出については定款第３６条により、「代表理事又は業務執行理事があたる。」

とある。代表理事である大岩会長に議長をお願いする。 

 

５ 議事録署名人 

大岩代表理事から説明があった。 

・円滑な議事進行に御協力をお願いする。 

・定款第４１条により、「代表理事及び監事が記名押印する。」とある。よろしくお願

いする。 



６ 議事 

議案（１）及び（２）について、この時点で原案作成中のため、議長職権により先に報

告事項を取り扱った。 

 

７ 報告事項 

（１）各委員会等報告について 

議長から各専門委員長等に指示があり、委員会ごとに各委員長または代表が説明した。 

総務委員会（市東委員長） 

・千葉陸協だよりについて、各地区の大会情報を含め、幅広く情報収集をし、充実し

た内容の作成に努めて行く。情報提供等ご協力を願いたい。 

競技運営委員会（立澤委員長） 

・第８９回関東陸上競技選手権大会の準備を進めている。 

・１０月２３日開催、千葉アクアラインマラソン大会の準備を進めている。  

・１０月３０日開催、第６６回千葉県民体育大会について、大会要項は千葉県体育 

協会ホームページにアップされている。 

強化委員会（伊東委員長） 

・特にない。 

施設用器具委員会（松本委員長） 

・第８９回関東陸上競技選手権大会に向けて、用器具の点検整備を進めている。 

・千葉アクアラインマラソンコース点検等準備を進めている。 

マスターズ（柳田理事） 

・７月３１日に行われたマスターズ大会、好天の中、日本記録や県記録など好記録 

がでる。事故等もなく大成功に終わる。ご協力ありがとうございました。 

高体連（木内委員長）  

・平成２８年度関東高等学校陸上競技大会並びに中国総体（岡山）インターハイにお

ける千葉県選手の結果を報告する。資料参照願いたい。 

・関東大会は県別対抗で男子が優勝。女子は２位と活躍をする。岡山で行われたイン

ターハイは、都道府県別の得点で比較すると、本県男子は優勝種目がなく２５点で

１０位である。 

女子は市立船橋高校を中心に活躍をする。また３０００ｍでは加世田選手、成田高

校が県高校記録を更新するなど、都道府県別の得点３７点で６位と健闘した。関西、

兵庫、大阪、京都に非常に強い学校がある。今後の課題は強化委員会と連携を図り、

競技力向上に努めて行く。 

 

（２）その他 

・特になし 



６ 議事 

資料準備が整ったので、議長より議案（１）「第７１回国民体育大会選手選考について」

に戻り、説明するよう伊東強化委員長に指示があった。 

議案（１）第７１回国民体育大会選手選考について 

（伊東強化委員長） 

・別紙資料のとおり提案する。提案内容は次のとおりである 

男女２９名まで登録でき、男女別の上限は１９名である。 

成年男子は 

１００ｍ、川上拓也、中央大学。最終選考会優勝。入賞可能性あり。 

４００ｍ、須崎充洋、日本大学。最終選考会優勝。入賞可能性あり。 

８００ｍ、前田恋弥、明治大学。1500m日本ランキング 9位。 

１１０ｍＨ、竹吉大紀、早稲田大学。最終選考会優勝。入賞可能性あり。 

４００ｍＨ、石田裕介、早稲田大学。学生個人選手権優勝。 

１００００ｍＷ、永原秀人、明治大学。関東インカレ 8位  

走幅跳、毛呂泰紘、順天堂大学。日本選手権５位。 

少年Ａ男子は 

１００ｍ、山崎海、県立姉崎高校。最終選考会優勝。 

４００ｍ、伊東利来也、成田高校。岡山インターハイ 6位。 

４００ｍＨ、本間諒太、成田高校。岡山インターハイ 7位。 

棒高跳、尾崎駿翔、柏日体高校。岡山インターハイ７位。 

ハンマー投、山本怜央、木更津総合高校。岡山インターハイ 3位。 

少年Ｂ男子は 

１００ｍ、瀬尾英明、西武台千葉高校。最終選考会優勝。 

３０００ｍ、安田博登、市立船橋高校。最終選考会優勝。 

走幅跳、宮崎諒也、成田高校。最終選考会優勝。 

少年共通男子は 

走高跳、髙橋竜輝、東京学館船橋高校。岡山インターハイ 3位。 

三段跳、一戸和成、市立船橋高校。岡山インターハイ７位。 

このほかに、成年少年共通種目４×１００ｍリレー、山根達矢、日本体育大学。最

終選考会２位、 

男子は１８名である。 

成年女子は 

８００ｍ、大森郁香、ロッテ。日本選手権 3位。 

５０００ｍ、中村萌乃、ユニバーサルエンターテイメント。日本選手権 8位。 

５０００ｍＷ、道口愛、自衛隊体育学校。日本選手権 20ｋｍ2位。 

走高跳、神坂莉子、市立船橋高校。岡山インターハイ 2位。成年少年の共通種目で



ある。 

棒高跳、根本智子、新日鐵住金君津。最終選考会優勝。 

少年Ａ女子は 

１００ｍ、原田愛蘭、柏中央。最終選考会優勝 

４００ｍ、秦野南美、東海大市原望洋高校。岡山インターハイ 2位。 

３０００ｍ、加世田梨花、成田高校。岡山インターハイ 8位。 

４００ｍＨ、村上夏美、成田高校。岡山インターハイ 3位。 

少年Ｂ女子は 

８００ｍ、石川英沙、成田高校。最終選考会優勝。 

少年共通は 

三段跳、橋本梨沙、県立幕張総合高校。最終選考会優勝。 

女子は１１名である。 

・今回女子のリレーは出場しないことを補足する。 

議長から提案について質問、意見が求められたが特になかった。 

異議なく、全員一致で承認された。 

 

議長から、議案（２）「第７１回国民体育大会監督選任」について説明するよう指示が

あった。 

（伊東強化委員長） 

・男子監督は伊東謙二、県立千葉東高校、女子監督は秋葉真帆（旧姓花岡）、県立幕

張総合高校が担当する。 

議長から提案について質問、意見が求められたが特になかった。 

全員異議なく承認された。 

 

議長から議案（３）「各種駅伝競走大会選手選考方法について」滝田道路競技部長に説

明するよう指示があった。 

（滝田道路競技部長） 

・東日本女子駅伝、京都都道府県対抗女子駅伝、広島都道府県対抗男子駅伝について

９月３日の選手選考会・長距離記録会及び１１月２３日 U１３・U１６選手選考会

と１１月２６日の選考会の結果を参考に選ぶ。また社会人選手は、所属監督と連携

を図り選考する。 

議長から提案について質問、意見が求められたが特になかった。 

全員異議なく承認された。 

 

議長より議案（４）「各種駅伝競走大会監督専任方法について」滝田道路競技部長に説

明するよう指示があった。 



（滝田道路競技部長） 

・団長、監督、コーチの選出については、予選会の結果を参考に強化委員会駅伝部で決

めさせていただく。 

議長から、議案（４）について質問及び意見が求められたが、特になかった。 

全員異議なく承認された。 

 

（髙木専務理事） 

・団長について、駅伝大会での様々な対応を陸協サイドで行う為、総括の立場で団長を

一名置く。選任は陸協一任で願いたい。 

議長から、団長選任の提案について質問及び意見が求められたが、特になかった。 

全員異議なく承認された。 

 

８ その他 

（塩谷理事） 

・各種大会における審判出席率が低い。大会運営に支障をきたすので、何らかの対策が

必要である。 

回答 

（高木専務理事） 

・審判部と連携を図り早めに対応をしていく。 

 

（奥田理事） 

・審判育成の為にも、若手に様々な審判部署を経験させる必要がある。また、審判の高

齢化に伴い審判ブックに書かれてない審判マニュアルの作成が必要である。 

（塩谷理事） 

・千葉県で開催した国体や全国大会時の審判マニュアルはある。今後整備し活用するこ

とを提案する。 

 

回答 

（高木専務理事） 

・審判委員会と連携を図り検討する。、審判マニュアル等も含め良い形に構築していく。 

 

（中村理事） 

・審判人数の問題ではなく、審判各部署の運営改善が必要である。 

・審判員は登録制である。委嘱にあたっては確認が必要である。 

回答 

（高木専務理事） 



・今後の若手起用等を含め検討していく。は考えている。様々な意見を踏まえて、審判

講習会を充実したものにしていく。 

 

午後１６時４１分 閉会 

 

 


